
水 準 書
§１ 本水準書の適用

本水準書は、木津川流域下水道洛南浄化センター運転管理業務全般に適用する。

本木津川流域下水道洛南浄化センター運転管理業務委託設計書は次の設計書から構成されている。

(1) 運転操作業務委託設計書

(2) 消化ガス発電設備機器保守点検業務委託設計書

(3) クレーン設備点検業務委託設計書

(4) 中央監視制御装置点検業務委託設計書

(5) 受変電設備点検業務委託設計書

(6) 自家発電機点検業務委託設計書

(7) 地下タンク貯蔵所点検業務委託設計書

(8) 計装機器点検業務委託設計書

(9) 幹線管渠流量計保守点検及びテレメーター保守点検業務委託設計書

(10) 幹線管渠巡視点検業務委託設計書

(11) COD自動計測器等保守管理業務委託設計書

(12) 自動採水装置点検業務業務委託設計書

(13) 排ガス洗浄装置等保守点検業務委託設計書

(14-1) 台帳システムデータ管理業務委託設計書

(14-2) エネルギー管理支援業務

(15) 有害物質等分析業務委託設計書

(16) 微量有機塩素化合物分析業務

(17) クリプトスポリジウム分析業務委託設計書

(18) 管渠下水水質分析業務委託設計書

(19-1) 沈砂・しさ及び脱水ケーキ等有害物質分析業務委託設計書

(19-2) ダイオキシン類分析業務委託設計書

(20) 悪臭物質分析業務委託設計書

(21) 排ガス等分析業務委託設計書

(22) 井水水質分析業務委託設計書

(23) 管理棟清掃業務委託設計書

(24) エレベーター設備保守点検業務委託設計書

(25) 消防用設備保守点検業務委託設計書

(26) 執務環境測定等業務委託設計書

(27) 構内電話設備保守点検業務委託設計書

(28) フロン使用機器保守点検業務委託設計書

(29) 電力調達業務委託設計書

(30) 次亜塩素酸ソーダ調達業務委託設計書

(31) ベルト濃縮機用高分子凝集剤調達

(32) ベルトプレス脱水機用高分子凝集剤調達業務委託設計書

(33) ポリ塩化アルミニウム調達業務委託設計書

(34) ポリ硫酸第二鉄調達業務委託設計書

(35) 消化ガス発電冷却塔水処理剤調達業務委託設計書

(36) ベルトプレス脱水機用及びベルト濃縮機用ろ布調達業務委託設計書

(37) 活性炭購入・取替業務委託設計書

(38) 脱硫剤交換業務委託設計書

(39) 燃料調達業務委託設計書

(40) ガス水道水調達支払業務（ＬＰガス調達 水道水調達）

(41) 都市ガス調達業務委託設計書

(42) 消耗品等調達業務委託設計書

(43) 小修繕等業務委託設計書
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上記(1)～(43)の業務委託設計書各々に特記仕様書が存在する場合は本水準書より各々の特記

仕様書あるいは仕様書を優先する。

なお、本水準書及び上記(1)～(43)の業務委託設計書各々の水準書に記載なき項目は以下によ

る他、包括的民間委託の主旨に基づく監督職員との協議または指示に従い業務を実施しなければ

ならない。

(１)本業務の「委託契約書」、「入札説明書」、「要求水準書」

(２)京都府が定めた業務に関係する仕様・要綱・指針等取り決め事項

(３)日本下水道事業団が定めた業務に関係する仕様・要綱・指針等取り決め事項

(４)業務に関係する各種関係学会及び協会の「示方書」「仕様書」「諸基準」等

(２)～(４)については業務委託契約以降、最新版が発行された場合は監督職員と協議して取り扱

いを決めることとする。

§２ 疑義事項

受託者は、本水準書について疑義があるときは、契約前に監督職員の説明を受け、十分理解しな

ければならない。契約後生じた疑義については、すべて、監督職員の包括的民間委託の主旨に基づ

く解釈に従うものとする。

§３ 法令等順守

受託者は、業務の実施に当たり、関係法令及び諸規則を順守しなければならない。

また、再委託する場合は再委託者にも順守させなければならない。

§４ 受託者の負担

受託者は、本水準書及び、業務委託設計書各々に付属する特記仕様書、仕様書及び設計図書に定

めるほか、次の各号に掲げる費用についても、受託者の責務に帰することができない場合を除き負

担しなければならない。

(１)本水準書及び、業務委託設計書各々に付属する特記仕様書、仕様書及び設計図書で明記され

ていないものであっても、本業務実施上欠くことのできない事務、所要材料、整備、補修な

どの費用。

(２)人畜、物件等に与えた損害に関する処置費（応急含む）、復旧費（応急含む）、補償費。

(３)手戻り費用。

(４)官公署等への申請に要する費用。

(５)水道、電気、燃料等の光熱水費


